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別府大学付属博物館の建物と施設

　１　はじめに

　別府大学では博物館担当施設として、昭和２７

年別府市六勝園に「別府大学付属上代文化博物館

」が設置された。その後、土地の問題などで移転

を余義なくされ、考古資料を中心とする博物館資

料は別府大学構内に移され、考古学研究室で収蔵

さわた。さらにその一部の資料は研究室の二部屋

において仮の展示が行なわれ、細々ではあったが

その機能をはたして今日に至っていた。

　昭和５２年５月、別府大学では大学創立３ｏ周

年の記念行事の一意として「３ｏ周年記念館」が

竣工され、これを機会に名称も「別府大学付属博

物館」と新ため、大学における教育・研究の機関

として、また地域社会の生涯教育の一部を担う施

設として再開館したのである。以下、付属博物館

の建物と各室、それに設備について概観すること

にしたい。

　２　建物と各室

　別府大学付属博物館は大学構内の一角に位置し

鉄筋コンクリート造りの地上４階だての建物で、

長さ２１ｍ、帽1 3.5 771の長方形を呈しており、

廷床面積は1034�である。東を向く正面は１～

３階までカーテンウォルが用いられ、４階展示場

の白い外壁とマッチして現代的な感覚にあふれて

いる。建物の人口は東北にあり、そのまゝ各階へ

の階段が設けられている。このメインの昇降とは

別に即南隅に中央吹き抜けの屋外の階段が設置さ

れ、非常時の昇降も兼ねてこの建物の機能化を図

っている。
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　建物の床ははビニール系タイル貼りとロンリウ

ムを基本とし、第１・２収蔵室は木造下地にモザ

イクのパケット貼りを施している。腰壁は１へ･3

階にかけてモルタルにプラコート吹付けを行なっ

ており、収蔵室は素地のまゝの杉板を使用して部

屋の温湿度変化の緩和を図っている。なお４階展

示室については木遣下地にベニヤ板、さらに淡い

グレーのクロス貼りによって仕上げられている。

最後に天井であるが、各階ともジョイント石膏ボ

ードを下地に、ジプトンボード、ビニールのクロ

ス貼りなどを部屋の用途によって使い分けている。

収蔵室は杉の打ち上げ天井であり、展示室の方は

腰壁と同様のクロス貼りを行なっている。なお、

展示室の天井には屋上トップライト（ポリドーム

角型）を４ケ所に設置している。天井の高さは各

室によって多少異なるがほy 2.7m～3.0 ｍで、

展示室のみケースの大きさを考慮して4.0aと特

別高くしている。

　　１階大半力保存同学兆習室で占められており、学

芸員課程での必修科目である「博物館実習」の場にあ

てられている。考古・民俗関係の実習が主として

行なわれる他、考古学研究室での発掘調査の資料

整理室としても活用され、これらの事を考えて西

壁に沿って水道および流し台を備えている。実習

室の隣りは資料の一時保管を兼ねた荷解室で、北

側に資料搬入・搬出のための人目が設けられてい

る。これらの二室に近い場所には鵬蒸室およびそ

の前室が位置している。一方、南側には学芸員研

究室と暗室があり、特に暗室は写真作業わ行なぃ
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ていない時は製図などの作業に利用できるよう他の

部屋と同じ広さを確保している。管理室は玄関の

横で、受付を兼ねている。

　２階床面を傾斜させた構堂のみで、１ １７

名分の机・椅子が固定されている。学芸員課程の

講義をはじめ、講演、研究発表などの使用を目的

としており、黒板、2､4 × 1.8�の巻上スクリー

ン、それに放送設備を設置している。

　３階南側は館長室と文献関係の資料室である。

中央は４０名前後の収容が可能でかつ多目的な使

用を考えた演習室であり、その北側は古文書室と

第１収蔵室が東西にならんでいる。古文室は史料

の整理と収蔵を目的としている事もあって空調設

備が準備されている。一方の第１収蔵室は写真お

よび図面などのいわゆる記録資料と材質その他の

関係から保管に特別留意すべき実物資料の収蔵に

あてられている。そのため空調設備は無論の事、

先に述べた様に部屋全体に板材を用いて室内の条

件緩和を図っている。

　４階博物館の顔とも言うべき展示室によって

大半は占められており、窓はー切なく自然採光は

天井に設けられたトップライトのみである。展示

室は１ ２３．６�の広さをもつ長方形の一室のみで

建物全体の延床面積からするとその占める割合は

小さいが、これは本学の付属博物館が調査一研究

に主体を置いた「実習博物館」とも言うべき特色

に起因するためである。展示室にそれぞれ隣接し

て前室と準備室が設けられている。第２収蔵室は

準備室に直結しており、展示のために用意された

資料の収蔵が行なわれ、第１収蔵室と同様な作り

であり空調設備も設置している。　４階から屋上へ

通じる一室は展示用の資料費・パネル、梱包用の

資材、それに考占資料の一部が収納されている。

ごお資料の収蔵室は別棟に設けている。

　３　設　備

－３

空調設備　本館の空調は空気熱源ヒートポンプ

方式によるもので、腰示室、第１・２収蔵室、古

文書室に設けており、屋上に空冷ヒートポンプ１

基、冷温水循環ポンプ１台それに膨張水槽が設置

されている。チラー操作盤は管理室に置かれ、各

室はファンコイルユニットによって操作される。

　リフト建物の北西に積載量３ ｏｏｋ９の資料用

リフト１基を備え、３階の第１収蔵室、４階の

準備室に通じている。

電気設備　大学構内の二次変電室から配電され

１階管理室に引込開閉器を設けている。電話は

２０回線設施しており、館内放送設備は１階・２

階に放送装置、さらに各階の主要な部屋には音響

装盾が設けられている。

防災設備　各階に自動火災報知設備、煙感知器、

防災発信器、それに自動防火ドアーを設置し、こ

の他、避難目誘導灯、通路誘導灯を設けている。

　給水設備　重力給水方式を採用しておりヽ屋上

に２トンの高架水槽１基を設置している。

　４　おわりに

　本館の概要については以上であり、広さにおい

て必ずしも満足すべきものではないかも知れない

が、博物館に要求されている博物館資料の収集・

整理保管・展示それに調査研究など一連の諸目的

を達成するために必要なスペースが確保されてい

るものと考えられる。特に博物館実習を含ひ調査

研究に主体を置き、その充実を目標とした施設と

言えよう。

　今後は、博物館課程や展示、調査研究活動など

の上で、必要な設備機器類の充実を図る必要があ

ろう。
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　　　建物の概要

場削　別府市北石垣８２　別府大学構内

面積　延床面積１．０３４�

構造　鉄筋コンクリート　地上４階建

工期　起工５１年９月２ ０日

竣工　竣工５２年５月１９日

設計　江村建築設計事務所

施工　東洋建設

１－

匠レ

　１　管理室　　　　　1 4.2 8�

　2　保存科学実習室　9 2.84�

　3（嘉iaふ・前室　8.2 o�

　4　荷解室･一時保管室　2 7.0o�

　5　学芸員研究室　　2 2.5�

　6　暗室・整図室　　2 2.5�

回

~匹

　８

　９

１０

１１

１２

講堂（１１７名）123.60�

古文書室

第１収蔵室

演習室

館長室

文献資料室

２ ２．５０別ｓ

１９．６ ２??♂

４ ５．０ ０ ?７１２

２ ２．５０摺２

１５．７ ５??１２

回

１３　展示室・前室　１ ３ ６．６０�

１４　　準備室　　　　　　9.9 2�

15　　第２収蔵室　　　２ ７．００�

１６　倉庫　　　　　　１ ７．６７�

　　　設備の概要

空気調和設備　空気熱源ビートポンプ方式

電気設備　構内二次変電室、電話２ｏ回線

　　　　　館内放送設備

防災設備　自動火災警報設備、自動防火ドアー

リフト　　荷物用（積載量3ookg）

給水設備　重力給水方式、高架水槽（２トン）
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